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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

２

３

４

５

75,888

7-1-1,2

成果指標
設定理由

15～49歳の男女について県の
推計値を上回る婚姻者数（初
婚）

①

[男性]
7,664人
[女性]

7,943人

推計値
[男性]

7,027人
[女性]

7,236人
＋各300人

推計値
[男性]

6,857人
[女性]

7,073人
＋各400人

・「ながの出会い応援プロジェクト」において、国交付金査定による未執行分の減額。
・「子ども・子育て応援事業」において、契約差金及び執行差金による減額。
・「信州やまほいく（信州型自然保育）普及事業」において、イベント未実施による負担金の減額及び補助金の執行差
金による減額。

補正により取り組む

事業内容

112

22,500

72

21,488

信州やまほいく（信州型自然
保育）認定団体数

放課後児童クラブ登録児童数

32,903 50,189

　国庫支出金 80,581 85,970

0.70

0.50

0.50

職員数

（人）

達成状況成果目標値

28年度末
（見込）

27年度末

151

23,500

事業番号 04 06 01 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

jisedai@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト

事　業　名 結婚と子育てを応援する事業
部局 県民文化部 課・室 次世代サポート課

実施期間 Ｓ43 E-mail

７  活動人口増加

現状
(予算編成時)

①少子化の最大の要因は ①未婚者の増加 ②夫婦間の平均出生こども数が減少 が挙げられる。一方、
未婚者の約９割が結婚の意思を有していることから、オール信州で積極的に支援するため、拠点となる長
野県婚活支援センターを設置。
②幼児期における自然を活用した保育の必要性は広く認知されつつあるものの、その保育内容につい
て県内一律に把握・比較することは困難な状況にある。
③放課後児童健全育成事業では、平成27年4月から放課後クラブ登録対象児童が小学6年生まで拡大
され、一部地域で施設整備の需要が発生している。
④放課後児童指導員の資質向上は、自己研鑽、設置者（運営責任者）による研修実施及び研修機会の
確保に委ねられている。

29年度予算額 189,454 千円

職員数 6.70 人

施策の
総合的展開

７－２　子育て先進県の実現　１　少子化対策の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　子育て支援体制の充実

目指す姿

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29補正後 指標及びその達成状況

予
算
額

合計（A) 157,702 167,560 189,454

補正予算 -37,113 -42,248

Aの
財源

　一般財源 76,012

1,000

（2月補正） （補正後）

29年度

 概算人件費 （Ｃ）

当初予算 187,247 167,560 231,702

前年度繰越 7,568
No 成果指標

29年度

　県　債 48,000 63,000

2.50

No

6,399

79,413 0 79,413

6,399 0

90,551 -34,203 56,348

26,346

21,948 -1,000 20,948

プロジェクト

33,391 -7,045

7-2-3

No

①婚姻率の推移から、婚姻者数を推計。目標は男女それぞれ推計値を400人上回る。（しあわせ信州創造プラン最終目標）
②1年度あたり40団体の認定を見込む。
③放課後児童クラブの待機児童を発生させないため、市町村が計画的に施設整備を実施できるよう、登録児童数を目標に設定。

231,702 -42,248 189,454合計 6.70

③
概　算
人　件

費

 職員数（人） 5.7 5.7 6.70

　その他 109 687 377
②

7-1-1,2

①個人の問題とされていた結婚も子育て同様社会全体の問題と捉え、県民が一体となり積極的に支援することで少子化傾向の改善を図る。
②信州の自然を活用した保育の必要性及び社会的認知が県内全体に広がり、子育て世代の選択肢が充実されること及び県外からの子育て
世代の移住促進を目指す。
③市町村整備計画に基づく施設整備に要する経費に対し補助することにより、子どもの安全・安心な居場所を確保する。
④放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（平成26年厚生労働省令第63号）に基づき、施設運営、子どもへの配慮に必要な
知識・技能習得のための研修を実施することで、放課後児童支援員の質を一定水準以上に維持し、安心・安全な放課後児童クラブの設置・
運営を確保する。

（主な実施内容：公的結婚相談所のサポート、信州型自然保育認定制度による認定、児童館・児童クラブ施設整備補助、認定研修実施など）

47,173 47,173 55,449

 決　　算　　額（B） 136,581 118,865

細事業名

ながの出会い応援プロジェクト
（長野県婚活支援センター運
営事業）

2.50

（補正前）

 概算事業費（B（A）+C） 183,754 166,038 55,449

子ども・子育て応援事業

信州やまほいく（信州型自然
保育）普及事業

放課後児童支援員認定研修
事業

児童館等施設整備事業

29年度　実施内容（予定）

市町村【公的結婚相談所】のサポート、お見合い支援等レベルアッ
プ研修、婚活サポーター事業、ライフプランニング等形成のための
体験交流講座、長野県内での信州ライフ体験・交流ツアー等

子どもと子育て家庭の生活実態を定量的に把握するための調査を
実施するとともに、「将来世代応援県民会議（仮称）」において、結
婚・出産・子育てに関する意識調査及びながの子育て家庭優待パ
スポート事業等を実施する。

信州型自然保育認定制度による認定事務、自然保育専門研修事
業、自然保育研修交流会の開催、県内外に向けた広報事業

国のガイドラインに沿って支援員認定研修を実施

児童館・児童センター、放課後児童クラブの創設・改築及び大規
模修繕を実施する市町村への施設整備費の補助
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